
平成 29 年６月６日 
 

平成 28 年度下半期の危機対応円滑化業務の実施状況 
 

主務大臣が認定する内外の金融秩序の混乱、大規模災害等の危機発生時において、株式会社日本

政策金融公庫は危機対応円滑化業務を実施しておりますが、平成 28 年度下半期（平成 28 年 10 月

～平成 29年３月）の実績は以下のとおりです。 

なお、商工組合中央金庫向けの実績について、今般の危機対応業務の要件確認における不正行為

を踏まえた調査の結果、計数が変動した部分は改めて公表いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （単位：億円） 

  平成 28 年度下半期 

ツーステップ・ローン ５，２８５ 

 貸付け等 ５，２８５ 

 商工組合中央金庫向け ０ 

日本政策投資銀行向け ５，２８５ 

損害担保 ２，１８２ 

 貸付け等 ２，１８２ 

 商工組合中央金庫向け ２，１８２ 

 日本政策投資銀行向け ０ 

利子補給 ０ 

 商工組合中央金庫向け ０ 

日本政策投資銀行向け ０ 

（注１）ツーステップ・ローンの実績は、公庫が平成 28 年 10 月１日から平成 29 年３月末までに指定金融機関（商工組合

中央金庫・日本政策投資銀行）へ貸付実行した貸付金額。 

（注２）損害担保のうち、貸付け等の実績は、指定金融機関が平成 28 年 10 月１日から平成 29 年３月末までに損害担保付

き貸付け等を行ったもので、公庫が平成 29 年５月 10 日までに補償応諾した引受金額。 

（注３）利子補給の実績は、指定金融機関が平成 28 年９月末までに行った貸付け等を対象に、公庫が指定金融機関に交付

した利子補給金額。 

（参考）平成 28 年度下半期において、損害担保付きの貸付け等について、公庫が指定金融機関に対して支払った補償金は

14 億円（商工組合中央金庫 14 億円）。また、補償金の支払後、回収があった場合に、指定金融機関が公庫に対して

納付した金額は８億円（商工組合中央金庫７億円、日本政策投資銀行１億円）。 

 ツーステップ･ローン 

日本公庫が、財政融資資金等を指定金融機関に対し融資するものです。平成 29 年３月末残高は 2兆 8,242 億円（商

工組合中央金庫 2,199 億円、日本政策投資銀行 2兆 6,043 億円）です。 

 損害担保 

日本公庫が、指定金融機関から補償料を徴収したうえで、指定金融機関が行う貸付け等に損害が発生した場合におい

て、一定割合の補てんを行うものです。平成 29 年３月末損害担保引受残高は 2兆 6,111 億円（商工組合中央金庫 2兆

6,096 億円、日本政策投資銀行 15 億円）です。 

 利子補給 

日本公庫により資金の貸付けやリスクの一部補完を受けて指定金融機関が行った貸付け等について、日本公庫が指定

金融機関に対し利子補給金を支給するものです。 


